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藤沢湘南台病院 団地入口 いちょう団地 集会所前

長後駅東口 上土棚団地前

長後駅東口 湘南台駅東口

長後駅東口

下和田 藤沢湘南台病院
発

藤沢湘南台病院
発

着

藤沢湘南台病院
着

藤沢湘南台病院
着

上飯田・いちょう団地方面

綾瀬市上土棚方面

長後駅・湘南台駅方面

上飯田・いちょう団地を経由し、下和田から国道467号線に出て病院へ。

藤沢湘南台病院 団地入口 いちょう団地 集会所前 下和田 藤沢湘南台病院
発 着

上飯田・いちょう団地方面 上飯田・いちょう団地を経由し、下和田から国道467号線に出て病院へ。

綾瀬市上土棚方面行きでも長後駅で乗降可。

長後駅東口 上土棚団地前 長後駅東口藤沢湘南台病院
発

藤沢湘南台病院
着

綾瀬市上土棚方面

藤沢湘南台病院
発

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅東口 湘南台駅東口 藤沢湘南台病院
着

長後駅・湘南台駅方面 綾瀬市上土棚方面行きでも長後駅で乗降可。

藤沢湘南台病院
発

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

無料シャトルバス時刻表  （巡回マイクロバス）

外来診療予定表 医師の異動により変更になる場合があります

● ご不明な事がありましたら医事課窓口にお問合せ下さい。

※内科新患・予約外の患者様は、外来担当表のとおりのため医師の指定は出来ません。
※消化器科・循環器科・外科・整形外科・泌尿器科（午後）・総合診療科（午前、午後）は、
　専門外来（完全予約制）となりますので一般外来は休診となります。

月～金

土

令和2年4月1日現在

令和2年4月1日現在

平日 土曜日

● ● ●
山崎

(心臓血管外科)
清水

(乳腺外来)

佐々木
(甲状腺外来) ●

甲状腺
心臓血管外科
乳腺外科

大沼 田村 深野 本庄 担当医
深野
熊切一般外科

● 熊切 ● ● ●●

午
　
後

午
　
前

外
　
　
科

鈴木総院長 鈴木紳祐鈴木総院長 鈴木総院長鈴木総院長大腸肛門科
[予約のみ]

呼吸器外科

●熊切 ● ● ●●呼吸器外科

●● ● 山崎 ●●心臓血管外科

● ● ● ● ●田中
(第2・4週のみ)大腸肛門科

（手術）（手術） ●●一般外科
田村
本庄
小野寺

白井
遠藤

山本院長

鈴木総院長
五代

礒田（ま）

● ● 市川 ● ● ●午　前

● ●数野
(第1・3・5週) ● ● ●午　後

脳
神
経

外
科

月 火 水 木 金 土

消化器科担当医
循環器担当医

松田
(第1・3・5週）
大熊(第2・4週)
吉光寺

髙木
大野

土谷
福島

菅野
吉光寺

山本
上村(大)

● 土谷 髙木 松田 大熊 ●

大野 ● ● ● ●

藤井 藤井 藤井 ●

福島 (第1・3・5週)
大野 (第2・4週)

高橋
松田

新患・
予約外

中山
吉光寺

川島(代診)
福島 川島(代診)

福島
加藤(聡) ● ●循環器科

[予約のみ]

消化器科
[予約のみ]

循環器科
[予約のみ]

● ● ● ●太田
(第1・3週) 片岡総合診療科

[予約のみ]

総合診療科
[予約のみ]

菅野 山本 ●●●消化器科
[予約のみ]

● 深野 深野 ●深野深野緩和ケア科
[予約のみ]

午
　
前

内
　
　
科

午
　
後

●片岡

月 火 水 木 金 土

泌
尿
器
科

大内
または日置
【隔週】

大内
(10：00迄）

大内 日置
吉田

大内
吉田
諏訪

日置
吉田

（検査）
（手術）

（検査） 日置 日置 ●大内
吉田

午 前

午 後

皮
膚
科

磯田
田尻下

磯田
田尻下

磯田
田尻下

磯田
田尻下田尻下 磯田

田尻下午 前

●磯田 田尻下 磯田磯田
田尻下

磯田
田尻下

午 後

眼 

科

河野 熊中 担当医永野
河野

熊中
佐藤

熊中

熊中
(第1・3・5週)
河野(第2・4週)
金子

●
永野
河野

(第1・3週)

河野
熊中

永野
河野
熊中

永野
河野
熊中

午 前

午 後

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部

●

●

●

●福田 高尾 ●

●福田
川口

福田
川口

福田
川口

午 前

午 後

小栁

斉藤

整
形
外
科

小栁
川口
鈴木
宮田
亀田

午 前

加藤（卓）
川副
武井
亀田

大山
黒田
倉澤
宮田
武井

大山
小栁
加藤（卓）
倉澤
川副

黒田
鈴木
宮田

担当医

小栁
鈴木
宮田
亀田

午 後 ● ● ●
大山
黒田

加藤(卓）
倉澤
川副
武井

形
成
外
科

受
付
時
間

小久保
川端午 前 小久保 小久保

川端
（手術） 小久保

川端
小久保
川端

= 完全予約制

= 休診●

（全科休診）土曜日午後／日・祝祭日／年末年始

▶ 診療開始／午前 9：00～

▶ 診療開始／午後 1：30～

▶ 診療開始／午前 9：00～

午前 8：30～11：00
午後 12：00～ 3：00
午前 8：30～11：00

一般財団法人 同友会 「法人目標」
❶ 24時間、迅速急性期医療と専門性を持つ医療の充実
❷ 医療、保健、福祉における包括サービスの提供
❸ 地域コミュニティ形成を目指す健康増進の推進
❹ すべての職種に対する医療者としての教育、研修の場の確立

藤沢湘南台病院  「病院理念」 ❶ 信頼とやすらぎのある医療
❷ 専門性と倫理観のある医療
❸ 地域に貢献する医療

一
般
財
団
法
人 

同
友
会

同友会ニュース
RyokuYo
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藤 沢 湘 南 台 病 院
藤 沢 ケ ア セ ン タ ー
藤沢訪問看護ステーション
居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー
長後いきいきサポートセンター
ライフメディカルフィットネス
ライフメディカル健診プラザ

り ょ く  よ う

　
私
は
昨
年
3
月
に
5
代
目
の
管
理
者
と
し
て

併
設
の
病
院
か
ら
赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
施
設
の
概
要
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
当
施
設
は
、
平
成
6
年
に
藤
沢
市
と
し
て
は

初
め
て
の
老
人
保
健
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
12
年
に
介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
、
現

在
の
介
護
老
人
保
健
施
設
藤
沢
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
は
長
後

街
道
沿
い
に
あ
る
3
階
建
で
、
１
F
に
事
務
室
、

大
浴
場
、
厨
房
な
ど
、
2
F
・
3
F
に
は
居
室

が
あ
り
ま
す
。
居
室
は
2
人
部
屋
6
室
、
4
人

部
屋
22
室
で
す
。。

　
併
設
施
設
で
あ
る
藤
沢
湘
南
台
病
院
は
も
と

よ
り
地
域
内
外
の
病
院
か
ら
も
退
院
患
者
を
受

け
入
れ
、
在
宅
復
帰
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
27
年
に
在
宅
復
帰
・
支
援
施
設
と
な
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
助
を
担
え
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
に
介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
、

そ
の
後
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
医
療
費

と
共
に
介
護
費
も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
問
題
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

を
超
え
、人
口
の
3.
3
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
、

5.
5
人
に
1
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
大
変
な

時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
治
体
が
主
体
と
な
り
、
在
宅

で
の
生
活
や
介
護
が
推
奨
さ
れ
、
生
活
支
援
・

介
護
予
防
事
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
も
多
様
化
し
、
介
護
福
祉
施
設
、

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
住
宅
型
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
介
護
医
療
院
が
昨
年
加
わ
り
ま

し
た
。
介
護
医
療
院
は
、
主
に
療
養
病
棟
か
ら

の
変
換
で
、
医
療
依
存
度
の
高
い
高
齢
者
が

入
所
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
介
護
老
人
保
健
施
設
藤
沢
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の
特
徴
・
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
働
き
手
の
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
施
設
で
は
10
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
の
介
護

福
祉
士
も
多
く
第一線
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
入
っ
た
職
員
に
は
、
高
齢
者
へ
の
向
き

合
い
方
や
介
護
技
術
を
し
っ
か
り
伝
え
、
質
の

維
持
・
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
先
々
は
外
国

人
就
業
者
も
視
野
に
い
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
介
護
の
質

を
維
持
・
向
上
し

つ
つ
施
設
の
運
営
を

行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
支
援
・
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
藤
沢
ケ
ア
セ
ン
タ
ー 

● 

施
設
長  
田
村 

功
で
す

昨
今
の
介
護
事
情

今
後
の
課
題

藤沢ケアセンター

① 

常
勤
の
医
師
・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・

理
学
療
法
士
・
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の

専
門
職
種
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

② 

専
門
的
な
立
場
か
ら
生
活
に
即
し
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
手
厚
く
行
い
、

在
宅
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。

③ 

利
用
目
的
は
、
病
気
や
け
が
で
入
院
し

A
D
L（
日
常
生
活
動
作
）が
低
下
し
た
為
・

加
齢
に
伴
い
A
D
L
が
低
下
し
た
為
・
ご

家
族
の
介
護
休
暇
の
為
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④ 

医
療
依
存
度
の
高
い
方
、
看
取
り
の
方
も

少
数
で
す
が
受
け
入
れ
可
能
で
す
。



災害の種類

●タイプによる分類 ： 都市型災害、地方型災害　　●範囲による分類 ： 広域災害、局地災害

自然災害

人為災害

特殊災害

地震、津波、台風、洪水、集中豪雨、竜巻、強風、
火山噴火土石流、地すべり、豪雪、干ばつ、森林火災
▶▶▶ 地殻変動や気象の変化によるもの

大型交通事故、工場爆発、ガス爆発、群集事故 など

CBRNE 災害（生物化学兵器・有毒ガス汚染、放射線被曝など）、
戦争・テロ災害、民族紛争とそれに伴う難民、
自然災害と人為災害の複合型災害 など

分 類 種 類

■ 図①

復旧・再建期
リハビリテーション

PTSD（心的外傷後ストレス障害）
孤立・孤独

発災期・急性期
救出救助
救急医療

災害間期・静穏期
災害準備、計画、訓練、備蓄

亜急性期・回復期
初期集中治療期

感染症／急性後遺症
ASD（急性ストレス障害）

前兆期・前災害期

災害サイクルと健康被害■ 図②

❷❸

　
私
は
、
2
0
1
9
年
度
よ
り
藤
沢
湘
南
台

病
院
に
入
職
し
、
現
在
I
C
U
で
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。
2
0
1
3
年
度
よ
り
日
本
看
護

協
会
救
急
看
護
認
定
看
護
師
と
し
て
救
急
初

療
や
I
C
U
で
集
中
治
療
を
受
け
る
患
者
様

へ
の
看
護
ケ
ア
を
専
門
分
野
と
し
て
日
々
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
2
0
0
7
年
よ

り
昨
年
ま
で
日
本
D
M
A
T
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
隊
員
と
し
て
、
2
0
1
1
年
東

日
本
大
震
災
や
2
0
1
5
年
関
東
・
東
北
豪

雨
災
害
時
は
現
地
で
医
療
救
護
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
既
に
報
道
等
で
も
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
30
年
以
内
に
首
都
直
下
地
震
が
発

生
す
る
確
率
は
70
％
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

至
っ
て
は
80
％
と
、
極
め
て
高
い
確
率
で
巨
大

地
震
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
来
た
る
災
害
に
対
し
充
分
に
備
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、ぜ
ひ
皆
様
へ〝
知
っ

て
お
く
べ
き
災
害
の
基
礎
知
識
〞
に
つ
い
て
、

私
の
経
験
も
踏
ま
え
て
伝
え
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
第
1
回
目
は
、「
災
害
時
の

基
礎
知
識
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
と
は
い
え
で
き
る
だ
け
難
し
い
話
に
せ

ず
、
医
療
従
事
者
と
し
て
〝
災
害
っ
て
こ
う

い
う
こ
と
〞
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
災
害
」
と
聞
く
と
、
皆
様
は
何
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
近
年
毎
年
の
よ

う
に
起
こ
る
異
常
気
象
や
地
球
温
暖
化
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
竜
巻
や
集
中
豪
雨
、
そ
れ

に
伴
う
洪
水
、
ま
た
は
近
々
起
こ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
首
都
直
下
、
も
し
く
は
南
海
ト
ラ

フ
な
ど
巨
大
地
震
等
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
は
私
た
ち
に

と
っ
て
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
い
う
意
味
で
身

近
な
災
害
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
災
害
の
種
類

は
、こ
れ
ら「
自
然
災
害
」

以
外
に
も
「
人
為
災
害
」

「
特
殊
災
害
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら

に
こ
れ
ら
が
合
わ
さ
っ
た

「
複
合
型
災
害
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
（
図
①
参
照
）。

　
「
自
然
災
害
」
は
先
述
し
た
地
震
、
津
波
、

台
風
、
洪
水
、
集
中
豪
雨
な
ど
地
殻
変
動
や

気
象
の
変
化
に
よ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

近
年
で
は
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
、

九
州
北
部
豪
雨
、　
広
島
土
砂

災
害
、
西
日
本
豪
雨
、
昨
年

の
台
風
19
号
に
よ
る
豪
雨

被
害
等
は
、
皆
様
の
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
次
に
「
人
為
災
害
」
で
す

が
、い
わ
ゆ
る
〝
事
件
・
事
故
〞

に
よ
る
も
の
が
多
い
で
す
。

秋
葉
原
無
差
別
殺
傷
事
件
や

東
海
道
新
幹
線
車
内
放
火
事
件
、
相
模
原

障
が
い
者
施
設
殺
傷
事
件
、
京
浜
急
行
衝
突

脱
線
事
故
等
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
最
後
に
「
特
殊
災
害
」
で
す
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
よ
り

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
が
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
が
、
今
ま
さ
に
現
在

進
行
形
で
起
こ
っ
て
い
る
特
殊
災
害
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
巨
大
地
震
と
放
射

線
災
害
の
複
合
に
よ
る
「
東
京
電
力
福
島

第
1
原
発
爆
発
事
故
」
も
特
殊
災
害
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
日
本
は
災
害

が
多
く
、
決
し
て
珍
し
い
出
来
事
で
は
な
い

の
だ
な
と
私
は
思
い
ま
す
が
、
皆
様
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
改
め
て
「
災
害
と
は
」一
体

何
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
状
況
・
状
態

を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
W
H
O
で
は
「
地

域
の
救
急
医
療
の
許
容
量
を
超
え
て
傷
病
者

が
発
生
し
た
場
合
」、
日
本
集
団
災
害
医
学

会
で
は「
巨
大
な
破
壊
的
な
で
き
ご
と
に
よ
っ

て
人
と
周
囲
の
環
境
に
極
め
て
重
大
か
つ
急

激
な
変
化
が
発
生
し
、
外
部
か
ら
の
大
規
模

な
援
助
が
必
須
と
な
る
ほ
ど
の
非
常
事
態
を

い
う
（
集
団
災
害
）」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
い
ま
あ

る
人
的
・
物
的
資
源
を
超
え
た
傷
病
者
、
被

災
者
が
発
生
し
た
状
態
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
有
事
の
際
は
、
そ
の
極
め
て
厳
し
い
条

件
下
で
医
療
を
提
供
す
る
義
務
が
、
我
々
に

は
あ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、「
災
害
サ
イ
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
る

周
期
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
（
図
②
参
照
）。

　
災
害
対
応
は
発
生
直
後
の

「
発
災
期
・
急
性
期
」
だ
け
で

は
な
く
、そ
の
後「
亜
急
性
期
・

回
復
期
」↓「
復
旧
・
再
建
期
」

↓「
災
害
間
期
・
静
穏
期
」↓

「
前
兆
期
・
前
災
害
期
」
と
い

う
各
フ
ェ
ー
ズ
を
経
て
、
再

び
急
性
期
に
至
り
ま
す
。「
発

災
期
・
急
性
期
」
で
は
と
に

か
く
救
出
・
救
助
、
救
命
救

急
医
療
を
優
先
し
ま
す
。
そ

の
後
発
生
す
る
「
亜
急
性
期
・

回
復
期
」
で
は
重
症
傷
病
者

の
集
中
治
療
を
継
続
す
る
と

と
も
に
病
院
・
避
難
所
な
ど

で
発
生
し
や
す
い
感
染
症
や

被
災
者
の
後
遺
症
、
急
性
ス

ト
レ
ス
障
害
（
A
S
D
：

A
c
u
t
e　
S
t
r
e
s
s 

D
i
s
o
r
d
e
r
）
に
配
慮

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
3
月

の
寒
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
物
資
の
不
足
や
水
道

等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
し

て
い
た
こ
と
に
よ
り
手
洗

い
、
う
が
い
が
満
足
に
で
き

ず
、
さ
ら
に
ト
イ
レ
の
汚
染
に
よ
り
胃
腸
炎

や
肺
炎
・
感
冒
が
多
く
の
避
難
所
で
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
状
況
に
よ
っ
て
は

避
難
所
や
近
隣
施
設
等
地
域
の
現
状
を
調
査

し
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
復
旧
・
再
建
期
」
に
至
る
と
、
損
壊
し

た
地
域
の
復
興
・
復
旧
が
進
む
一
方
で
発
災

前
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
変
化
に
よ
る
孤
立
・
孤

独
が
顕
在
化
し
て
き
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に

仮
設
住
宅
や
避
難
先
で
の
孤
独
死
等
が
た
び

た
び
ニ
ュ
ー
ス
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害

（
P
T
S
D
：
P
o
s
t 

T
r
a
u
m
a
t
i
c 

S
t
r
e
s
s 

D
i
s
o
r
d
e
r
）
の
発
症
が

増
え
る
の
も
こ
の
頃
で
す
。
悲
惨
な
体
験
や

恐
怖
を
経
験
し
た
の
ち
、
そ
の
経
験
が
突
然

よ
み
が
え
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
睡
眠
障
害

や
集
中
力
低
下
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、
薬
物

や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
の
症
状
が
1
か
月

以
上
、
ま
た
は
1
か
月
経
過
し
て
か
ら
顕
著

に
な
る
場
合
を
P
T
S
D
と
い
い
ま
す
。

災
害
時
被
災
者
の
中
で
は
子
供
や
女
性
、

障
が
い
者
や
社
会
的
弱
者
が
発
症
し
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は

多
く
の
子
供
が
お
ね
し
ょ
や
過
度
な
感
情
表

出
、ま
た
は〝
過
剰
に
い
い
子
で
い
る
〞子
や
、

〝
地
震
ご
っ
こ
〞〝
津
波
ご
っ
こ
〞
を
止
め
な
い

な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
災
者
の
み
な
ら
ず
、
災
害
対
応

に
従
事
し
た
D
M
A
T
隊
員
を
含
め
た
医
療

従
事
者
や
自
衛
隊
員
、
消
防
隊
員
も

P
T
S
D
を
発
症
し
た
報
告
が
挙
が
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
入
院
患
者
や
被
災
者
の
皆
様

は
も
ち
ろ
ん
、
同
僚
ス
タ
ッ
フ
に
も
気
を
配

り
無
理
な
仕
事
に
従
事
さ
せ
な
い
、
休
息
を

と
ら
せ
る
等
の
配
慮
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
ま
ず
は
〝
災
害
と
は
何
か
〞

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
後
来
た
る
災
害

に
備
え
て
、
様
々
な
準
備
を
整
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
次
回
は
、「
災
害
医
療
の
特
徴
」
と
「
災

害
時
の
藤
沢
湘
南
台
病
院
と
職
員
の
役
割
」

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
の
基
礎
知
識

知
っ
て
お
く
べ
き

災
害
の
基
礎
知
識
①
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